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４ 単 元 名  変わり方 

５ 単元について 

 

単元観 

 本単元は,関数の考えの第１歩で,ここでの学習

が５年生,６年生,中学生につながる単元である。関

数の考えとは，数量や図形について，それらの変化

や対応の規則性に着目して問題を解決していく考

えである。 

 本学年では，その第１歩として伴って変わる２

つの数量を見つけ，その関係を表やグラフを用い

て表したり調べたりすることをねらっている。さ

らに，変量を表す記号として○，△などを使った式

を適切に用いることもねらいとしている。そのね

らいを達成するために,①児童の身の回りにある２

つの数量の中には「一方が増えると他方も増える」

「一方が増えると他方が減る」といった関係性が

あることに気付く,②それらの関係性のきまりや変

わり方を見つけるのに表や折れ線グラフが有効で

ある，③伴って変わる２つの数量の対応のきまり

を○，△を用いた式で表すといった内容で学習が

構成されている。変わり方やそのきまりをとらえ

るためには，いくつか調べ，その結果を表に整理す

るときまりを見つけやすくなることに気付かせる

ことも必要である。 

児童・生徒観 

（１）学力の定着状況について 

本学級の児童は,抽象的な思考やことばによ

る理解を苦手とする児童が多い。プレテストに

おいては,かけ算の式の意味について５名以外

は正解したものの,画用紙の枚数と値段の関係

を整理する問題では,８名の児童が誤答であっ

た。誤答の原因は,表の関係性が読み取れなか

ったこと（４名）,九九が不正確であること（４

名）である。また，□を使った式で表し,あては

まる数を考える問題では,１９名の児童が誤答

であった。 

 児童はこれまでに「折れ線グラフ」「調べ方と

整理のしかた」の学習を通して，調べたことを

わかりやすく整理するには表が有効であるこ

とや表のかき方について学習してきている。 

（２）説明力の取組との関連 

 児童はこれまでに「説明名人」や「つなぐ１

０」などの取組を通して根拠を挙げて意見を述

べる力や順序を意識して説明する力を伸ばし

てきており，友達の考えを自分の考えと比較し

ながら聞こうとしている様子が見られる。 

指導観 

(１) 指導方法の工夫 

 児童にとっては，伴って変わる数量はとらえにくい概念なので,身の回りの生活から見つけたり,

実際に調べたりする活動を取り入れたりして実感させながら学習を進めていきたい。表や折れ線グ

ラフに整理する学習では,そのよさに主体的に気付くよう交流活動を中心として工夫して進めてい

きたい。 

（２) 説明力の取組との関連 

 本単元では，説明力を育成するために,表を横に見たり,たてに見たりする見方や折れ線グラフの傾

きに着目させる学習活動を通して,それらを根拠としてきまりを見つけ,ことばや式を使って説明さ

せることで,根拠となる事実をあげて説明する力を育てていきたい。 



６ 単元の構想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単元の評価規準 

算数への関心・ 

意欲・態度 

数学的な 

考え方 

数量や図形などについての 

技能 

数量や図形などにつ

いての知識・理解 

・伴って変わる

２つの数量につ

いて進んで調べ

ようとする。 

・具体的な場で対応す

る数量があることに着

目し，その対応のきまり

を見つけ，変化の様子を

考えることができる。 

・伴って変わる２つの数量を

表やグラフに表したりそれ

らの関係や変化の様子をと

らえて○や△を使った式に

表したりすることができる。  

・伴って変わる２つ

の数量について，値

の組を表やグラフ

に表すことを理解

している。 

本単元の目標 

伴って変わる２つの数量の存在に気づき，変化の様子を表や折れ線グラフに表して調べること

ができる。 

〔算数に関する関心・意欲・態度〕 

 伴って変わる２つの数量についてすすんで調べようとする。 

〔数学的な考え方〕 

具体的な場で対応する数量があることに着目し，その対応のきまりを見つけ，変化の様子を考

えることができる。 

〔数量や図形などについての技能〕 

伴って変わる２つの数量について○や△を使った式に表したり，表やグラフをもとに，それら

の関係や変化の様子をとらえたりすることができる。 

〔数量や図形などについての知識・理解〕 

伴って変わる２つの数量について，値の組を表やグラフに表すことを理解している。 

〔算数的活動〕 

身の回りの数量の関係を調べる活動をする。 

本単元で活用する既習事項・小中の連携  

●□を使った式（小３学年）  

◎変わり方（小４学年）数量の変化の様子を折れ線グラフにして関係を調べる □，△などを用いた式 身の

回りの数量の関係を調べる活動 

●変わり方（小5学年）簡単な比例の関係 簡単な式で表されている２つの数量の関係を調べる 

●文字と式，比例と反比例 文字を用いた式（a,xなど）（小６学年） 比例の関係を用いて問題を解決する活

動  

●文字と式（中１学年）文字を用いることの必要性と意味 乗法と除法の表し方 一次式の加法と減法の計算 

文字を用いた式に表すこと（不等式を用いた表現） 

●文字式を用いた四則計算の（中２学年） 整式の加減，単項式の乗除 文字を用いた式で表したり読み取っ

たりすること 目的に応じた式変形 

●式の展開と因数分解（中３学年）単項式と多項式の乗法と除法の計算簡単な式の展開や因数分解 文字を用

いた式で数量関係をとらえ説明すること 

≪方程式≫ ●一元一次方程式（中１学年）●連立方程式（中２学年）●二次方程式（中３学年） 

≪関数≫  ●比例と反比例（中１学年）●一次関数（中２学年）●２乗に比例する関数（中３学年） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導と評価の計画 

次 時 学習内容 

評 価 

関 考 技 知 
評価規準 

（評価方法） 

説明力・自己有

用感の評価 

（評価方法） 

１

準

備 

１ これまでの復習とこ

れからの学習の見通し

を持つ。 

○    (関)身の回りにある伴って変わ

る２量を見つける。 

（発表の様子,ノート） 

 

２ 

変

わ

り

方 

１ 

 

 

並べたぼうの２量の

関係（縦と横の本数）の

変化の様子を表にかい

て整理する。 

（本時） 

   ◎ (知)伴って変わる２つの数量が

ある場面に気付き, 依存関係

を調べたりまとめたりするの

に有効な表のかき方がわか

る。 

(児童観察,ノート) 

 

ペアで協力して調

べることができる。 

調べたことをわか

りやすくするため

の表のまとめ方を

説明することがで

きる。（発表の様子，

ノート，児童観察） 

２ ２量の関係を表にか

いたものから変化の様

子を調べ,きまりを見

つけて○や△を使った

式に表す。 

 ◎  

 

 

○ 

 (考)対応している数量からき

まりを見つけ,変化の様子を

考える。 (ノート) 

(技)見つけたきまりを○や△

を使った式に表す。 

(ノート) 

見つけたきまりの

根拠をあげて説明

することができる。

（ノート，発表の様

子） 

３ ２量の関係を表に

かき,きまりを見つけ

て○や△を使った式

に表したり問題を解

決したりする。 

  

 

 

 

○ 

◎  (技)２量の変化の様子を表で

表したり○や△を使った式

で表したりする。 

（児童観察,ノート） 

(考)伴って変わる２量を見つ

け,対応する値からきまりを

考え,変化の様子をとらえる。  

（ノート） 

自分の考えを説明

ツールを使って説

明することができ

る。友達の考えを聞

いてよさを見つけ

ることができる。

（ノート，発表の様

子，児童観察） 

本単元において育成しようとする説明力・自己有用感とのかかわり 

本単元で表をもとにわかりやすく整理するにはどうすればよいか考えを伝え合う活動や表，

グラフから見つけたきまりについてお互いに考えを伝え合う活動を取り入れることは説明力の

育成につながる。また，「交流」場面で，友達とかかわりお互いの考えを伝え合い認め合う活動

は自己有用感の育成につながる。 

 



４ 変わり方のきまり

を表にかいて見つけ,

きまりを使って問題

を解決する。 

 ○   (考)伴って変わる２量を見つ

け,きまりを考え変化の様子

をとらえることで似たような

場面では同じように考えて推

測できることに気付く。 

（ノート,児童観察） 

推測したことを説

明することができ

る。自分の考えを伝

え合うことができ

る。（ノート，発表の

様子，児童観察） 

５ ２量の関係を折れ線

グラフにかいて変化の

様子を調べる。 

 ◎  

 

 

 

○ 

 (考)グラフにすると変化の様

子をとらえやすいというよ

さに気付く。   

（ノート,発言） 

（技）表にはない値を予測して

グラフをかくことで,対応す

る数量を表す。 

(ワークシート) 

気付いたことを説

明する。自分の考え

を伝え合うことが

できる。（児童観察，

発表の様子） 

３ 

た

し

か

め 

１ 学習内容の習熟を

図る。 

 

◎   

 

 

○ 

 

 

 

○ 

（関）身の回りにある数量の

関係に気付き,調べる。 

(ノート) 

(技知)これまで学習したことを

生かして問題を解く。 

(プリント) 

 

２ 学習の定着度を図

るためテストを行う。 

      

 

単元の説明力問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

たての長さが４ｃｍの長方形があります。横の長さが変わると，長方形の面積はどのように変わ

るのかを調べました。横の長さを○ｃｍ，長方形の面積を△ｃ㎡として，ともなって変わる２つの

数量の関係を式に表したものは，次のうちどれでしょう。（ ）に選んだ記号を書き入れ，その理由

を書きましょう。ょ 

よ 

横の長さ（ｃｍ） １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

長方形の面積（ｃ㎡） 
４ ８ １２ １６ ２０ ２４ ２８ 

 

○ア  ○＋△＝４  ○イ  ４×○＝△  ○ウ  △―○＝４ ○エ  ○÷４＝△ 

 

   選んだ記号 （      ） 

 

＜理由＞ 

横の長さと長方形の面積 



７ 本時の学習  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハイライトとなる交流場面 

わかりやすく整理するための表はどちらがよいか理由を挙げて説明する。 

 

本時の目標 

  ２つの数量の関係を調べ，調べたことをわかりやすく整理するための表のかき方がわか

る。 

 

めあて 

２つの数量の変わり方をわかりやすく整理する方法について説明しよう。 

 

本時でめざす児童の姿 （例） 

 

②の表のほうがいいです。なぜなら，１から順に並んでいるので，変わり方がわかりやす

いからです。 

 



８ 本時の展開 （少人数基礎コース） 

展

開 
学習活動 形態 

○指導上の留意点 

●努力を要する状況と判断される 

児童生徒への手だて 

評価規準 

（評価方法） 

 

 

 

 

 

 

見 

通 

し 

を 

も 

つ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自

分 

の 

考

え 

を 

も

つ 

１ 前時の学習を想起す

る。 

２ 本時のめあてを知る。 

 

 

 

 

３ 本時の問題を知る。 

 

 

 

 

 

 

４ １８本のぼうを使っ

ていろいろな長方形を

作り,発表する。 

 

 

 

 

 

５ 調べたことをわかり

やすく整理するために

表を使うとよいことに

気付く。 

 

 

 

 

 

 

６ 提示された２つの表

を比べて，選んだ表のよ

さに気付く。 

 

 

 

 

 

全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ペア 

 

 

 

 

全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個 

 

 

 

ペア 

 

 

全体 

○前時を振り返り，伴って変わ

る２量を想起させる。 

「～がふえると，…がふえる。 

        …がへる。」 

 

 

 

 

 

 

●モデルが黒板でやってみせる

ことで，題意を把握させる。 

 ・１８本の棒をすべて使って，

１つの長方形を作る。 

●長方形になっているか確かめ

させる。 

○対応する値の組（たての本数，

横の本数）を意識させて発表さ

せる。 

●図を提示することで数字と図

形のイメージを一致させて視覚

的支援を行う。 

○ともなっている２つの量が何

かをとらえさせる。 

○これまでの学習からわかりや

すく整理する方法が表であるこ

とに気付かせる。 

○表の形式や伴って変わる２量

が何かについて留意させること

で，これまでの表との違いをと

らえさせる。 

 

 ①見つけた順に不規則に値の

組を記入したもの 

 ②たての本数を１から順に並

べて記入してあるもの 

○説明ツール（クラゲチャート）

を使って，自分が選んだ表の理

由を説明させる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪めあて≫ ２つの数量の変わり方をわかりやすく整理する方法について説明しよう。 

≪問題≫ １８本のぼうでいろいろな長方形を作り,変わり方を調べましょう。 

 



考 

え 

を 

交 

流 

す 

る 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
ま
と
め
る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ わかりやすい表のか

き方について話し合う。 

 

 

 

 

 

 

８ 学んだことをノート

に整理し，まとめの活動

を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○表のよさを交流することで,上

の値は１から順に１つずつ大き

くしていくほうが変わり方がわ

かりやすいことに気付かせる。 

○表の続きを考えさせること

で，表にわかりやすく整理する

ことのよさを実感させる。 

 

○説明ツール（クラゲチャート）

をもとに，本時のまとめをノー

トに書かせることで，自分の学

びの変容に気付かせる。 

 

 

 

 

(知)伴って変わる２

つの数量がある場

面に気付き, 依存

関係を調べたりま

とめたりするのに

有効な表のかき方

がわかる。(児童観

察,説明ツール) 

 

 

 

 

振 

り 

返 

る 

９ 本時を振り返り，次時

の予告をする。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪まとめ≫ （児童の予想される反応） 

表の上のだんを１からじゅんにかくと，変わり方がわかりやすい。 

 

 

きれい。 

１から順番に並んでいる

からわかりやすい。 

（②）の方がよい 

①より変わり方がわ

かる。 ばらばらじゃない 

たてがふえると，横がへっ

ている。 



９ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ともなって変わる 

 

たての本数（本） ４ ２ ３ １ 

横の本数（本） ５ ７ ６ ８ 

 

たての本数（本） １ ２ ３ ４ ５ ６ 
横の本数（本） ８ ７ ６ ５ ４ ３ 

○ きれい。 

○ １からじゅんにならんでいるから，わかりやすい。 

○ たてがふえると，横がへっている。 

答え たてがふえると，横がへっている。 

 

 

 上のだんは１から順にかくとよい 

 

 

 

 

たての本数 横の本数 

 

 

             

       

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ≪めあて≫ ２つの数量の変わり方をわかりやすく整理する方法について説

明しよう。 

 

 ≪問題≫ １８本のぼうでいろいろな長方形を作り,変わり方を調べましょう。 

 

（４，５） 

（３，６） 

（１，８） 

（２，７） 



８ 本時の展開 （少人数発展コース） 

展

開 
学習活動 形態 

○指導上の留意点 

●努力を要する状況と判断される 

児童生徒への手だて 

評価規準 

（評価方法） 

 

見 

通 

し 

を 

も 

つ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自

分 

の 

考

え 

を 

も

つ 

１ 前時の学習を想起す

る。 

２ 本時のめあてを知る。 

 

 

 

３ 本時の問題を知る。 

 

 

４ １８本のぼうを使っ

ていろいろな長方形を

作り，発表する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ めあてを確認し，変わ

り方を調べるためには

どうすればよいか考え

る。 

 

 

６ 表のかき方を知る。 

 

 

 

 

 

全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

ペア 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体 

 

 

 

 

 

全体 

 

 

個 

 

 
 

○前時を振り返り，ともなって

変わる２量を想起させる。 

「～がふえると，･･･がふえる。」 

         ･･･がへる。」 

 

 

 

 

 

●１８本の棒をすべて使って１

つの長方形を作ることをおさえ

る。 

○棒を使わなくても長方形の対

応する値の組（たての本数，横

の本数）がわかった場合は，記

録をしてもいいことを助言す

る。 

○時間を区切り，８組すべての 

長方形を見つけないようにさせ

る。 

○ともなって変わっている２つ

の量が何かをとらえさせる。 

○既習の学習（前単元）をもと

に，収集したたくさんの情報を

整理する方法が表であることに

気付かせる。 

○表のかき方（枠を２段にして

横に長くかく。）を確認しながら

表へ整理し記入する。 

○数値の記入は，自分のノート

を見たり，考えたりして各自で

整理させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪めあて≫ ２つの数量の変わり方をわかりやすく整理する方法について説明しよう。 

 

≪ 問題 ≫ １８本のぼうでいろいろな長方形を作り，変わり方を調べましょう。 



（②）の方がよい 

 

考 

え 

を 

交 

流 

す 

る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ま

と

め

る 

 
 
 
 

 

７ 考えた表を発表し，わ

かりやすい表のまとめ

方について交流する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

８ 学んだことをノート

に整理し，まとめの活動

を行う。 

 

 

全体 

 

 

 

 

 

個 

ペア 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

全体 

 

 

 

 

ペア 

 

 

 

○発表された表を見て，仲間わ

けをさせる。 

①見つけた順に不規則に記入

したもの 

②たての本数を１から順に並

べたもの 

○選んだ表の利点を見つけさ

せ，説明ツール（クラゲチャー

ト）を使って自分の考えを整理

し，説明させる。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

○表を比べることで，上の値は

１から順に１つずつ大きくして

いくほうが変わり方がわかりや

すいことに気付かせる。 

 

○説明ツール（クラゲチャート）

をもとに，キーワードを使って，

本時のまとめをする。 

＜ピアフィードバック＞ 

 

(知)伴って変

わる２つの数

量がある場面

に気付き，依

存関係を調べ

たりまとめた

りするために

有効な表のか

き 方がわ か

る。 

（ 発 表 の 様

子，説明ツー

ル） 

 

振 

り 

返 

る 

９ 本時を振り返り，次時

の予告をする。 

 

   

≪まとめ≫ （児童の予想される反応） 

表の上のだんを１からじゅんにかくと，変わり方がわかりやすい。 

 

一目で 

わかる。 

１から順番に並んで

いると変わり方がわ

かりやすい。 

調べていないと

ころがわかる。 

たての本数が１ふ

えると横の本数が

１へっているのが

わかる。 

ばらばらじゃない。 



９ 板書計画 

 

表 

  

  

    

              

 

  

 （３，６）（２，７）（４，５） 

   （１，８） 

 

 

 

  

たての本数（本） ３ １ ４ ２ 

横の本数（本） ６ ８ ５ ７ 

たての本数（本） １ ２ ３ ４ 

横の本数（本） ８ ７ ６ ５ 

≪めあて≫ ２つの数量の変わり方をわかりやす

く整理する方法について説明しよう。 

ともなって変わる 

≪問題≫ １８本のぼうでいろいろな長方形を作り，

変わり方を調べましょう。 

上のだんは１からじゅんにかくとよい 

① 

② 

≪答え≫ たてがふえると，横がへる。 

   ・ばらばらじゃない。 

・表の続きがかきやすい。 

   ・たての本数が１ふえると横の本数が１へる。 

≪まとめ≫ 

表の上のだんを１からじゅんにかく

と，変わり方がわかりやすい。 


